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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成24年8月9日(2012.8.9)

【公開番号】特開2010-263223(P2010-263223A)
【公開日】平成22年11月18日(2010.11.18)
【年通号数】公開・登録公報2010-046
【出願番号】特願2010-128628(P2010-128628)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｆ   1/057    (2006.01)
   Ｈ０１Ｆ   1/08     (2006.01)
   Ｈ０１Ｆ  41/02     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  38/00     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   3/24     (2006.01)
   Ｃ２１Ｄ   6/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｆ   1/04    　　　Ｈ
   Ｈ０１Ｆ   1/08    　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｆ  41/02    　　　Ｇ
   Ｃ２２Ｃ  38/00    ３０３Ｄ
   Ｂ２２Ｆ   3/24    １０２Ｚ
   Ｂ２２Ｆ   3/24    　　　Ｂ
   Ｃ２１Ｄ   6/00    　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｆ   7/02    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月27日(2012.6.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｒ－Ｆｅ－Ｂ系焼結磁石（Ｒは少なくともＮｄを含む希土類元素）の表面に、構成元素
としてＺｒ、Ｎｄ、フッ素、酸素を少なくとも含有する膜厚が１０ｎｍ～１５０ｎｍの化
成被膜（但しリンは含有しない）を直接的に有することを特徴とする耐食性磁石。
【請求項２】
　化成被膜が構成元素としてＦｅをさらに含有することを特徴とする請求項１記載の耐食
性磁石。
【請求項３】
　化成被膜の厚みの外表面側半分の領域と磁石側半分の領域におけるＺｒ含量を比較する
と後者よりも前者の方が多いことを特徴とする請求項２記載の耐食性磁石。
【請求項４】
　外表面側半分の領域の厚み方向におけるＺｒ含量の最大値が５原子％～３０原子％であ
ることを特徴とする請求項３記載の耐食性磁石。
【請求項５】
　化成被膜のＮｄ含量とフッ素含量が磁石表面の主相の上部よりも粒界相の上部の方が多
いことを特徴とする請求項２記載の耐食性磁石。
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【請求項６】
　化成被膜の磁石表面の粒界相の上部の厚み方向におけるフッ素含量の最大値が１原子％
～５原子％であることを特徴とする請求項５記載の耐食性磁石。
【請求項７】
　化成被膜の表面に樹脂被膜を有することを特徴とする請求項２記載の耐食性磁石。
【請求項８】
　Ｒ－Ｆｅ－Ｂ系焼結磁石（Ｒは少なくともＮｄを含む希土類元素）の表面に、構成元素
としてＺｒ、Ｎｄ、Ｆｅ、フッ素、酸素を少なくとも含有する膜厚が１０ｎｍ～１５０ｎ
ｍの化成被膜（但しリンは含有しない）を形成することを特徴とする耐食性磁石の製造方
法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記の点に鑑みてなされた本発明の耐食性磁石は、請求項１記載の通り、Ｒ－Ｆｅ－Ｂ
系焼結磁石（Ｒは少なくともＮｄを含む希土類元素）の表面に、構成元素としてＺｒ、Ｎ
ｄ、フッ素、酸素を少なくとも含有する膜厚が１０ｎｍ～１５０ｎｍの化成被膜（但しリ
ンは含有しない）を直接的に有することを特徴とする。
　また、請求項２記載の耐食性磁石は、請求項１記載の耐食性磁石において、化成被膜が
構成元素としてＦｅをさらに含有することを特徴とする。
　また、請求項３記載の耐食性磁石は、請求項２記載の耐食性磁石において、化成被膜の
厚みの外表面側半分の領域と磁石側半分の領域におけるＺｒ含量を比較すると後者よりも
前者の方が多いことを特徴とする。
　また、請求項４記載の耐食性磁石は、請求項３記載の耐食性磁石において、外表面側半
分の領域の厚み方向におけるＺｒ含量の最大値が５原子％～３０原子％であることを特徴
とする。
　また、請求項５記載の耐食性磁石は、請求項２記載の耐食性磁石において、化成被膜の
Ｎｄ含量とフッ素含量が磁石表面の主相の上部よりも粒界相の上部の方が多いことを特徴
とする。
　また、請求項６記載の耐食性磁石は、請求項５記載の耐食性磁石において、化成被膜の
磁石表面の粒界相の上部の厚み方向におけるフッ素含量の最大値が１原子％～５原子％で
あることを特徴とする。
　また、請求項７記載の耐食性磁石は、請求項２記載の耐食性磁石において、化成被膜の
表面に樹脂被膜を有することを特徴とする。
　また、本発明の耐食性磁石の製造方法は、請求項８記載の通り、Ｒ－Ｆｅ－Ｂ系焼結磁
石（Ｒは少なくともＮｄを含む希土類元素）の表面に、構成元素としてＺｒ、Ｎｄ、Ｆｅ
、フッ素、酸素を少なくとも含有する膜厚が１０ｎｍ～１５０ｎｍの化成被膜（但しリン
は含有しない）を形成することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
比較例４：
　実施例６で用いたラジアルリング焼結磁石と同じ磁石に対し、実施例４と同様にして熱
処理を行った後、超音波水洗を１分間行ってから、７．５ｇのリン酸をイオン交換水１リ
ットルに溶解し、水酸化ナトリウムでｐＨを２．９に調整して調製した処理液に、浴温６
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０℃で５分間浸漬して化成処理を行い、磁石を処理液から引き上げた後、水洗し、１６０
℃で３５分間乾燥処理を行うことで、磁石の表面に膜厚が約３０ｎｍの化成被膜を形成し
た。こうして得られた表面に化成被膜を有する磁石に対し、実施例６と同様にしてプレッ
シャークッカーテストを行い、脱粒量を求めたところ、脱粒量は６．５ｇ／ｍ２であり、
実施例６における脱粒量よりも多量であった。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
比較例５：
　実施例６で用いたラジアルリング焼結磁石と同じ磁石に対し、実施例４と同様にして熱
処理を行った後、超音波水洗を１分間行ってから、７ｇのクロム酸をイオン交換水１リッ
トルに溶解して調製した処理液に、浴温６０℃で１０分間浸漬して化成処理を行い、磁石
を処理液から引き上げた後、水洗し、１６０℃で３５分間乾燥処理を行うことで、磁石の
表面に膜厚が約３０ｎｍの化成被膜を形成した。こうして得られた表面に化成被膜を有す
る磁石に対し、実施例６と同様にしてプレッシャークッカーテストを行い、脱粒量を求め
たところ、脱粒量は９．０ｇ／ｍ２であり、実施例６における脱粒量よりも多量であった
。
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